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１
　

児
童
福
祉
法
第
24
条
の
規
定
に
基
づ
く
現
行
の
保
育
制
度
を
堅
持
・
拡

充
し
、
直
接
契
約
方
式
・
直
接
補
助
方
式
を
導
入
し
な
い
こ
と

２
　

私
立
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
は
、
地
域
間
格
差
を
広
げ
、
子
ど

も
の
享
受
す
る
保
育
の
均
衡
を
損
な
い
、
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
り
、

断
固
反
対
す
る
。

３
　

児
童
福
祉
法
の
理
念
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
、
保
育
所
最
低
基
準
は
地
方

へ
移
譲
す
る
こ
と
な
く
、
国
の
責
任
で
行
い
抜
本
的
な
改
善
を
す
る
こ
と
。

４
　

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
幼
稚
園
の
直
接
契
約
が
導
入
さ
れ
、

保
育
園
で
も
保
育
料
の
支
払
い
能
力
を
確
認
し
選
別
す
る
必
要
が
発
生
す

る
。
そ
の
た
め
、
保
育
の
必
要
度
の
高
い
困
窮
世
帯
が
保
育
園
に
入
れ
な

く
な
る
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
、
断
固
反
対
す
る
。

請
願
者
　
　

社
団
法
人
　

熊
本
県
保
育
協
会

　
　
　
　
　
　

理
事
長
　

塚
　

本
　

美
津
代

　
　
　
　
　

合
志
市
認
可
保
育
園
園
長
会

　
　
　
　
　
　

会
　

長
　

福
　

嶋
　

龍
　

一

　

「
教
育
は
未
来
へ
の
先
行
投
資
」
少
人
数
学
級
推
進
に
す
る
こ
と
で
教
育
水

準
が
維
持
向
上
を
図
る
。　

　
　

請
願
者
　
　

合
志
市
豊
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
　

村
　

正
　

義

合志市自治基本条例推進委員会条例
　自治基本条例の運用確認し、参画及び協働によるまちづくりに関し、基本事項に
ついて調査し、及び審議をします。

合志市自転車等放置防止条例
　公共の場所における自転車等の放置を防止することにより、市民の良好な生活環
境を確保します。

合志市中小企業等振興基本条例
　中小企業の経営基盤の強化及び持続的な発展を促進することにより、活力ある地
域社会の実現を図ることを目的とします。

現
行
保
育
制
度
の
維
持
と
子
育
て
支
援
施
策
の
拡
充
に
つ
い

て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
関
す
る
請
願

条 例 制 定

請 　 　 願
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議
案
第
45
号　

平
成
22
年
度

　

合
志
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に

　

つ
い
て

（
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
）

問　
重
点
地
土
地
利
用
で
金
額
が

１
０
２
万
２
千
円
で
す
が
、
13
委
託

料
で
同
じ
金
額
が
計
上
し
て
あ
る
。

違
う
事
業
な
の
か
。

答　
竹
迫
地
区
交
通
計
画
基
礎
資
料

作
成
業
務
が
、
重
点
地
区
土
地
利
用

計
画
策
定
事
業
に
お
け
る
委
託
料
の

名
称
で
す
。
ま
た
御
代
志
地
区
や
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
別
に

考
え
て
い
る
。

（
財
政
課
）

問　
車
両
の
リ
ー
ス
契
約
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
通
常
の
公
用
車
で
、
以
後
の
導

入
も
リ
ー
ス
契
約
が
中
心
に
な
る
。

問　
積
立
金
の
合
計
は
い
く
ら
か
。

答　
40
億
９
千
５
百
万
円

（
企
画
課
）

問　
国
勢
調
査
関
係
で
時
間
外
勤
務

手
当
を
減
額
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　
国
か
ら
の
交
付
金
が
推
定
で
く

る
の
で
以
後
の
人
口
増
減
に
合
わ
せ

る
為
に
、
職
員
手
当
で
調
整
し
た
。

（
総
務
課
）

問　
消
防
倉
庫
補
修
は
ど
こ
か
。

答　
辻
久
保
区
、
ま
た
新
設
は
黒
松

区
。

【
反
対
討
論
】

　

公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
計
画
も
示
し
て
い

な
い
。
２
億
７
千
万
も
積
立
す
る
の

は
、
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
と
い
う

自
治
体
の
役
割
か
ら
照
ら
し
て
も
、

こ
れ
だ
け
の
積
立
を
す
る
根
拠
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
自
治
体
は
住
民
要

求
に
こ
そ
答
え
る
べ
き
で
あ
り
、
積

立
に
は
反
対
を
し
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】

財
政
調
整
基
金
は
、
不
測
の
場
合
の

備
え
で
あ
り
合
理
的
な
制
度
で
あ
り

ま
す
。
よ
っ
て
賛
成
し
ま
す
。

　

認
定
第
１
号　

平
成
21
年
度

　

合
志
市
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

（
財
政
課
）

問　
市
債
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答　
縁
故
債
に
つ
い
て
は
民
間
の
低

い
利
率
１
・
５
％
〜
１
・
６
％
。
現
在

は
す
べ
て
年
利
５
％
以
内
。

（
総
務
課
）

問　

消
費
者
生
活
相
談
員
は
県
事
業

で
あ
る
が
相
談
件
数
と
内
容
は
。

答　
平
成
22
年
８
月
ま
で
55
件
で
悪

徳
商
法
や
多
重
債
務
が
多
い
。

（
税
務
課
）

問　
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
３
年
に

１
回
評
価
替
と
な
っ
て
い
る
。
地
価

が
下
落
し
て
い
る
と
き
の
見
直
し
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

答　
宅
地
の
地
価
が
下
落
し
て
い
る

所
は
毎
年
、
実
売
価
格
を
基
に
し
て

評
価
し
て
い
る
。

（
環
境
衛
生
課
）

問　
雨
水
利
用
促
進
事
業
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
雨
水
桝
設
置
事
業
を
実
施
し
て

い
た
が
、
申
請
者
が
少
な
く
雨
水
タ

ン
ク
設
置
補
助
事
業
に
変
わ
っ
た
。

昨
年
は
６
件
の
タ
ン
ク
設
置
。
啓
発

に
力
を
入
れ
る
。

（
市
民
課
）

問　
休
日
勤
務
手
当
は
戸
籍
担
当
の

と
こ
ろ
だ
け
で
あ
る
が
理
由
は
。

答　
正
月
に
戸
籍
の
届
書
が
出
た
と

き
の
職
員
の
時
間
分
。
西
合
志
庁
舎

は
以
前
か
ら
警
備
員
で
受
付
し
、
合

志
庁
舎
は
警
備
員
で
受
付
し
て
い
な

か
っ
た
。

【
反
対
討
論
】

　

国
民
保
護
計
画
の
会
議
費
用
も
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
時
体
制
に

市
民
を
組
み
入
れ
る
た
め
の
計
画
。

ｅ
Ｌ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
事
業
は
、
高
齢
者
の

年
金
か
ら
住
民
税
を
自
動
的
に
引
き

落
と
す
、
市
民
の
納
税
の
権
利
を
侵

害
す
る
。
よ
っ
て
反
対
。

【
賛
成
討
論
】

　

ｅ
Ｌ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
事
業
は
、
経
費
的

合
理
性
が
あ
る
。
国
民
保
護
計
画
に

つ
い
て
も
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
。

よ
っ
て
賛
成
。

○　

平
成
22
年
６
月
定
例
会
に
お
け

る
本
委
員
会
の
付
帯
決
議
（
予
算
執

行
凍
結
）「
湯
っ
た
り
乗
っ
た
り
弁
天

カ
ー
ド
制
度
導
入
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。

全
会
一
致
で
付
帯
決
議
（
予
算
執
行

凍
結
）
の
解
除
を
可
決
し
ま
し
た
。
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